




































































































松尾芭蕉、与謝野蕪村、小林一茶の俳句を使って、四季それぞれのSound o f 
Ikebanaに組み合わせました。このSound of Ikebanaをプロジェクションマッ
ピングにする機会がありました。今年の一月に経産省のクールジャパンの助成
金がつき、実施することができました。これから映像でお見せしたいと思います。
（動画上映開始）
例えば春から紹介しますが、これは端的なお正月の色。Sound of Ikebanaだ
とこういう感じですね。それで俳句はこう。で、梅の季節。これは夜の梅ですが、
Sound of Ikebanaと俳句はこんな感じ。それから春というとパステルカラーで
すから、キャンディの色からこういったSound of Ikebanaを作りました。他に
春の色というと、平安時代の襲の色目とかありまして、そういったものも取り
入れてみました。夏は杜若。先ほどお見せしたのと違うバージョンです。
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次はプロジェクションマッピングで【冬】をお見せしたいと思います（図４）。
ArtScience Museumはすごく巨大です。このとき俳句はどこに行ったかとい
うと、ARといって、モバイルフォン（スマートフォン）をかざすと俳句が見
えるという仕組みを作りました。音楽は、近藤等則さんというジャズトランペッ
ターの方とコラボレーションしています。
今、シンガポールのギャラリーでスペースフラワーという新作を見せていま
すが、これはまた違う技法で作成しています。液体窒素を使ったもので、これ
はスペースジャングルという作品です（図５）。ハイスピードカメラを使って
撮影しています。花を液体窒素に入れてマイナス200度にしました。人間とい
うのは、壊れる美しさに本能的な関心があると思うのです。壊れる前の美しさ、
壊れるときの美しさ、そういう創造的な破壊をテーマにしています。
あともう一点、今展覧会をしている作品の中から、風神雷神をテーマにして
いるものがあるので、その風神の方をお見せします。これは風の神がやってきて、
祭りのようなものがあって、去って行くというストーリーです。
最後に、今作っている仕事の作品をお見せして終わりたいと思います。今は
オーガニックジオメトリーということを考えています。これは、液体や泡など
形状の無いものに対して規則を与える、というものです。ジオメトリーという
のは、幾何学的なものを与えるという意味です。やはり琳派をテーマにしてい
ます。今までのオーガニックなデザインとしては、フラクタルとかカオスとい
うものがありましたが、これらは形が固定しています。オーガニックジオメト
リーでは、形が固定していないものを幾何学的な形にし、そこから新しい形を
取り出していく。そうすることで、様々なもののデザインが変わります。小さ
な造形物や大きな建築物などのデザインを変えることが出来るわけです。
（動画上映終了）
以上で終わりたいと思います。ご静聴どうもありがとうございました。
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【図１】
【図２】
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